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古来から「いしぶみ」と言われるように、石に刻めば半永久的に保存されます。
町内には有名な文学碑こそありませんが、目につく範囲で収録しました。
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伊庭村長だった
父が金刀比羅浜
に植えた桜を追
懐（　）し作った
歌。作者はアラ
ラギ派の歌人。
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大津紅葉館・木
下弥三郎の徳を
たたえた義仲庵
（　 ）第十八世・
方堂の作。

ぎちゅ
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西国巡礼（　 ）の
人々が春の嵐で
打ち上げられた
場所に建立され
た巡礼三昧碑の
側にあります。

大浜神社宮司の
辞世の歌。繖西
（　）音楽会が建
立しました。

上宮（　 ）会館が
昭和11年（1936）
秋に創立された
ときに建立され
ました。
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【佐生】

佐々木家発生の地と
伝わっています。昔
は昼なお暗い竹藪の
中にありましたが、
いまはやぶの一部も
切り拓かれました。
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背景の山は観音寺山
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【安楽寺】
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【 】北須田と南須田
の境界

昔は神崎・蒲生の郡界

福堂・巡礼
遭難供養碑】【

安楽寺・
十応寺（焔魔堂）】【
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【南須田・腰越】
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碑

ご とう たじまのかみ じょう し

後藤但馬守城址
佐生城主、子孫の後藤賢豊父子
は佐々木氏に謀殺された。佐生
山に城址が残っています。

かつら り けん

桂利剣
今・光臺寺の学僧。

せき たい かん

関諦観
山路・浄源寺の
学僧、勧学職。

きん ご

大橋錦護
幕末から明治にかけて伊庭小学
校で教え、子弟に慕われました。
〔伊庭・謹節館〕

竹中半兵衛の墓
竹中半兵衛は豊臣秀吉の軍師で、
中国攻めに大功を立てました。
その子孫がこの地に住んでい
て、川南・浄土寺に先祖を偲ん
で建てたということです。〔佐生城址〕

五 

輪 
塔

【川南・浄土寺】

【大徳寺】

【長勝寺】

【長勝寺・山上】


